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な資料といえる。これまで当該資料に関する言及、もしくは研究報告されたものはないため、今後の書論研究に資すると考え、ここに田安徳川家旧蔵本の全文を翻刻 紹介したい。なお、田藩文庫 、享和元年（一八〇一）に京都梅宮大社の禰宜で有職故実家の橋本経亮 五五 八〇五
）が書写した『手習口伝』 （一五―七一八）も伝来して
おり、その内容と比較すると、 『世尊寺殿口伝』は『手習口伝』に「潅頂七箇条」などを増補している様子が伺える。本稿では広本とみ される『世尊寺殿口伝』を翻刻・紹介 が、 『手習口伝』 （七一八）等と重複する部分についてはその異同も示す。
 


















十一」 （扉題） 、 二丁表右端に 「一、 手習口傳」 （巻首題） とそれぞれ記される。 本文料紙は薄様斐紙、
全十丁（墨付九丁、巻末に遊紙一丁
)。本文は漢字カタカナ交じり文で書かれている。各本文末に本奥書が記されてお
り、 『手習口伝』 後 は、 「文正元年丙戌卯月上幹日書寫之」と記される（行高か） 。増補部分の後には、持明院基春（一四五六～一五三五）が 大永六年（ 五二六）に行高卿自筆本を以て書写した様子が窺える 含めて行高自筆本に記されていたかは判断しがたい。 「潅頂伝受」七箇条の後 は、年季や書写者は記されていないが、行季自筆本を書写している旨が記されており、奥書を信ずれば「潅頂七ヶ条」は世尊寺行季（一四七六～一五三二）によるものか。最後に、巻末には 永正二年冬十月日
 
参議藤末葉〈花押〉 」と本奥書が記されている。持明院基春が行季模
写本を永正二年（一五〇 ）に書写している様子 窺える。奥書の時系列が不 然であるため 永正二年 奥書は他本のもの 転写したものと考え の 自然であろうか。あ
るいは、増補部分の奥書が中間に取り込まれた可能性もあ
ろう。本書 書写奥書は確認できず、旧蔵者（松平定国 ）の手によるも か、田安家の手によ ものか定かではな
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朝野魚養の口伝か空海の著したも かは定かではなく、仮託されたも と考えるのが無難であろう。また、藤原教長の目を経て、世尊家に伝授・伝来したものとするが確証は 。しかし、教長の口伝を記した『才葉抄』の内容と重
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文勧進帳同之、咒願文、色紙形、草子 、繪詞事、扇物書様、消息之事、手習様、依真行草取筆様、字躰事、硯善悪事、同安置様の二十項目が増補 。奥書 よれば ここまでが行高自筆本には記 ていたと考えて良いだろうか。増補部分は、 『入木篇目集追加』 （「 侍従行季二十
ヶ條追加」とも、 『続群書類従』雑部に収載）の内容に項
目立てや内容が合致する。 『入木篇目集追加』は、世尊寺行尹（一二八六～一三五〇）の撰し ものと思しいが、世尊寺行房（？～一三三七）の『右筆条々』より、肝要 思し
い二十ヶ条を抜き書きしたものである。編述者には、奥書







さらに、 「灌頂伝受七ヶ条」が増補されており、奥書に行季模写本に記されていたとされることから 奥書 内容を
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一、朱の書き入れは 冒頭に「 〈朱〉 」と付した。また、全丁にわたって朱の句点や中点、傍線や文 囲いが付される
ため、本稿においても可能な限り忠実に示すよう努めたが、煩雑さを避けるため黒字で示した。なお、傍線は校本作成の都合上、傍線（太一重線）を該当部 付した。
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『世尊寺殿口伝』の本文の形態（全体像） 、及び『手習口伝』 （七一八） ・ 『入木篇目集追加』 （七二五）との異同は前
















































容を以て、教長が目したことを後付けしたというべきであろうか。 『手習口伝』への教長の関与については、後世の仮託の可能性が高いと思われるが、 『才葉抄』成立にも大きな影響を及ぼす問題であるだけに、慎重に判断 た 。
 










































































本稿では、 『世尊寺殿口伝』の翻刻、及び『手習口伝』と 校本を示 、 『手習口伝』の位置づけを簡単に行った。





























別称〉 （扉題） 「世尊寺殿家伝」 、 （内題） 「手習口伝」 。
 







































































































































りました。 また、 同館の翻刻に関するご承諾を得て調査を進めることができました。 ここに記して深謝申し上げます。
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